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▶今月号の特集の保田氏の記事の中にも登場し
ていますが，次号の特集でも，ウィリアム・ブリッジ
ズの「トランジション」理論を取り上げています。
理論自体はシンプルなもので，基となる書籍を初
めて読んだ時はつかみどころのない印象でした
が，コロナ禍でますます先の読めない状況が続く
今読むとかなり考えさせられるものがありました。大
なり小なり変化が求められ，年度の区切りでいつも
の春とは違う変化がある方も多いかと思いますが，
支えてくれる考えの1つになると感じています。▶
在宅時間が増え，運動不足が気になり家庭内で
某フィットネス系ゲームを始めてみました。コントロー
ラーを持って虚空を殴って楽しいのかと心配でし
たが，ちょうどいいタイミングで褒めてくれたり，続け
るための工夫がそこかしこに散りばめられているお
かげで気づいたら日課として定着していました。最
近のソフトは本当によくできているとしみじみ。
� （石塚）

▶近年，日本看護管理学会において副看護師長
（主任）さんの役割や能力開発に関する演題が
増えてきたことに着目していました。昨年の同学会
では興味深い演題が特に多かったこと，そして当
社主催で昨秋に開催した「1on1ミーティング」セ
ミナーに副看護師長（主任）のご参加が予想以
上に多かったことなどから，機が熟したと感じ，今
号で特集化させていただきました。▶当編集室初
チャレンジとなる覆面座談会では，保田江美さん
企画・司会のもと，大変興味深いリアルなお話を
伺うことができました。初対面と思えないほどお互
いに共感し合いながら，ご経験やお考えを交換し
てくださいました。▶中間管理者の育成は各施設
において課題になっているかと思いますが，同じ職
位の方に組織を超えて対話をしていただく学び合
い，越境学習の場は，これからも企画していけたら
と考えております。� （小齋）
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トランジション 
新たな役割への移行期を活かすために
新たに看護師長に昇格する，臨床の現場を離れ別の役割を担う，組織文化の違う部署へ異動
する……。さまざまな変化を迎え，新たな役割を担うという転機の経験は，役割移行やキャリア
発達の面からも大きな節目となります。そのようなトランジションの経験を，不安や悩みを抱える時
期ではなく，それまでの経験を活かし，次のステップに進むための前向きな期間とするためにはど
のような考え方や支援が必要になるでしょうか。
本特集では，ウィリアム・ブリッジズのトランジション理論など，移行期に関する理論を解説すると
ともに，組織での移行期支援の実践や，さまざまな移行期を乗り越えた看護師の経験を共有す
ることで，移行期をより充実したものにし，その後につなげていくためのヒントを共に考えていきま
す。

トランジション理論をどのように看護師，看護組織で活かしていくか◉勝原裕美子
トランジションを支える側から

【座談会】移行期にあるスタッフを組織としてどのように支えていくか�
◉鎌田裕子／坂上真弓／梅田智子
地域医療機能推進機構（JCHO）における移行期支援◉河嶋知子

移行期にあるスタッフにはどのような支援が必要か◉松田香織
自身のトランジションの経験から
◉�佐藤美代子／加納江利子／前 久栄／池亀俊美／ 

林美恵子／星子英子／飯塚あつ子／末永美紀子

巻頭シリーズ
【石垣靖子氏・対話シリーズ】�
看護と倫理　尊厳を護るケアの担い手として◉石垣靖子／田渕典子／高橋弘枝

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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